
  

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 三倉地区は、古くから秋葉山や春埜山へのお参り

をする人たちで賑わい、千年以上も前から神様がま

つられてきたところです。旧三倉村は 14 の村々があ

り、それぞれに秋のお祭りは、そこに住む人たちの

安全を祈り、山や田畑で収穫された作物にお祝いし、

神様に感謝をするために行われてきました。上野平

地区の北西に木根地区があります。以前には木根棚

指（きねたなさし）村といわれ、許禰神社はもともと村を守る山の神様としてまつられていまし

た。しかし、あるとき村が大雨により大変な被害を受けました。そして、今から 104 年前に

木根地区から現在の許禰神社へ移され、やがて三倉 14 の村を代表する神社となったそうです。 

三倉のお祭りには、「舞児迎え」という伝統行事がありますが、この舞児は大正時代に森地

区の天宮神社から伝わったそうです。はじめは「乙女の舞」であったようですが、昭和の時

代には、「豊栄の舞」や「浦安の舞」が奉納されるようになったそうです。今の令和の時代ま

で脈々と伝統が受け継がれてきて

いることはとても素晴らしいこと

だと思います。 

多くの人たちで賑わう秋のお祭

りですが、実は大きな問題を抱えて

いるそうです。それは、町に子供やお祭り青年の数が減り、三倉のお祭りがこの先、運営が

難しくなるということです。準備や飾り付け、終わった後の片付けなど、大変多くの手が必

要になるからです。子供の頃から慣れ親しんできた自分たちのお祭りができなくなるのでは

ないかという不安は大きな問題です。お祭りは、おじいちゃん、おばあちゃん、お父さん、

お母さん、地域の顔の知れた人たちが、一つの楽しみ（目的）でみんなが笑顔になるふれあ

いの場です。人と人とのつながりの中で、生まれ育ったふるさとのよさを感じるものです。

皆が一つになってお祭りを作り上げることは、ここに住むことの幸せの一つです。町では、

お祭りを一人でも多くの人に知ってもらい、関心を高めるように名物品をつくったり、イン

ターネットでお知らせしたりと、三倉のお祭りの呼びかけを一生懸命にやっています。ぜひ、

皆さんも地域をもり立てる次の時代の大きな力となっていくことを期待しています。 
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SSW：ｽｸｰﾙｿ-ｼｬﾙﾜｰｶｰ  SC:ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 

月日 曜 行 事 
給
食 月日 曜 行 事 

給
食 

11/19 火 アマゴ釣り 予備日  
三倉っ子タイム 
 

○ 4 水 はげみ学習 ○ 

20 水 はげみ学習 移動児童館 弁 5 木 プレ持久走記録会 委員会活動 ○ 

21 木 ＳＳＷ来校  ＳＣ来校 ○ 6 金 11／30 振替休日  

22 金 ＰＵＴ ○ 9 月 ４時間授業 ○ 

24 日 森町 PTA 地域実践活動交流集会  10 火 遊びの日 三倉っ子タイム ○ 

26 火 遊びの日 三倉っ子タイム ○ 11 水 PTA 生活部会 ○ 

28 木 お客様来校  ○ 12 木 ６年生アクティ森体験活動 ○ 

29 木 学習発表会準備 ○ 13 金 読み聞かせ ＰＵＴ 泉陽中参観 ○ 

30  土 学習発表会(参観会・懇談会)  17 火 持久走記録会 三倉っ子タイム ○ 

12/1 日 地域防災訓練  18 水 持久走記録会 予備日 移動児童館 ○ 

2 月 あいさつ運動 全校朝会 ○ 19 木 生活科体験・社会科見学 弁 

3 火 健康安全の日 三倉っ子タイム ○ 24 火 特４日課 終業式  

一輪車の世界チャ

ンピオンに2度も輝

いた下山和大さん

をお招きし、御指導

をいただきました。

模範演技を見たり、

的確な助言をいた

だいたりと、夢のよ

うな時間でした。 
下山さんと笑顔で記念写真 

本年度で最後となる

泉陽中生による清掃

ボランティアでした

が、黙々と真剣に取り

組む姿に「泉陽中魂」

を感じました。すべて

のトイレが輝きまし

た。ありがとうござい

ました。 

手際よく清掃をする生徒たち 東京ドーム前で記念の一枚 

一輪車世界ﾁｬﾝﾋﾟｵﾝ来校 10／８ 

 

泉陽中生清掃ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ来校 10／20 

 

ﾊﾞｰﾄﾞｳｫｯﾁﾝｸﾞ実施 10／15 

 
第 2 回目のﾊﾞｰﾄﾞｳｫ

ｯﾁﾝｸﾞでしたが、多

くの保護者の方も

参加をいただきま

した。鳥の鳴き声や

自然に触れ、野鳥へ

の関心がさらに高

まりました。 

6 年生修学旅行 10／24・25 

 
首都東京を巡る 1泊 2

日の旅でしたが、国会

議事堂や浅草での体

験など、心に残る思い

でを綴ることができ

ました。2日目は、大

雨にも負けず、笑顔で

全日程を終了しまし

た。 

野鳥の様子を観察する児童 


